
日
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縄
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る
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察
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暉
宗
が
傳
燈
嗣
承
を
生
命
と
し
て
い
る
と
き
、
そ
の
寺
院

に
つ
い
て
、
京
都
五
山
及
び
大
徳

・
妙
心
爾
寺
な
ど
そ
れ
み
、
の
開
創
者
を

中
心
と
し
て
、
十
方
住
持
と

一
流
相
承
に
わ
け
て
比
較
考
察
し
た
先
號
に
績

い
て
、
本
研
究
に
於
い
て
は
寺
院
に
は
子
院
印
ち
、
塔
頭
が

寺
内

に
存
在
し
て
い
る
。
塔
頭
は
祀
師
の
塔
虞
と
な

つ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
塔
虞
に
寮
舎

(庵
居
)
が
結
合
し
て

規
模
を

大

き

く

し
、

そ
の
永
績
性
を
増
し
、
日
本
に
於
け
る
濁
特
の
獲
展
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

塔
頭
と
は
。

『租
師
塔
威
也
。
-臨
濟
玄
暉
師
録
云
、
師
到
達
摩
塔
頭
、
塔
主
云
、
長
老
先
禮
佛
、
先
禮
祀
、
師
云
、
佛
租
倶
不
禮
、
塔

主
云
、
佛
祀
興
長
老
、
是
什
慶
冤
家
、
師
便
彿
袖
而
出
。』
と
あ
る
。

臨
濟
録
巻
末
の
行
録
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

達
摩
の
塔
頭
に
は
塔

主
が
居
り
、
又
達
摩
の
塔
庭
で
あ
る
と
同
時
に
佛

(繹
尊
)
も
祀

つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
先
づ
祀
師
の
塔
庭
に
つ
い
て
考

へ
て
み
る
に
、

輝
僧
は
生
前
に
壽
塔
を
建
て
る
様
な
こ
と
も
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

天
成

二
年
丁
亥
夏
四
月
師
乞
墳
塔
、
尚
父
命
陸
仁
璋
、
於
西
關
選
勝
地
建
塔
創
院
、
則
名
額
令
信
守
護
、
傍
天
吉室
隠
龍
爲
隙
述
、
修
塔

畢
、
師
入
府
庭
僻
尚
父
、
囑
以
護
怯
憎
民
之
事
、
剋
期
順
寂
、
尚
父
悲
悼
遣
信
主
集
在
城
宿
徳
迎
引
入
塔
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又
示
寂
す
れ
ば
卵
塔
と
構
す
石
塔
を
建
て
る
。
こ
れ
は

一
名
無
縫
塔
と
も
い
わ
れ
る
。

卵
塔
。
雪
峰
存
琿
師
録
難
提
塔
銘
云
、
土
主
日
松
山
、
卵
塔
號
難
提
。
忠
日
、
無
縫
塔
、
形
似
鳥
卵
、
故
云
卵
塔
。

無
縫
塔
。
卵
塔
也
。
忠
日
、
凡
造
塔
相
、
鍾
累
或
木
或
石
、
而
成
、
故
皆
有
縫
稜
、
而
今
卵
形
塔
、

一
塊
石
而
造
、
無
縫
稜
、
侃
託
南

陽
語
、
構
無
縫
塔
而
巳
、
如
南
陽
云
無
縫
塔
、
則
別
有
意
旨
在
。
傳
燈
録
光
宅
寺
慧
忠
國
師
云
、
師
以
化
縁
將
畢
、
浬
禦
時
至
、
乃
僻

代
宗
、
代
宗
日
、
滅
度
後
、
弟
子
將
何
所
記
、
師
日
、
告
檀
越
、
造
取

一
所
無
縫
塔
、
日
就
師
請
取
塔
様

更

に
普
通
塔

(普
同
塔
、
海
會
)
と
い
㌧
、
師
ち
祀
師
の
塔
の
左
右
に
法
孫
を
共
葬
し
た
型
式
の
も
の
も
あ
る
。

普
通
塔
。
師
普
同
塔
也
。
鱈
寳
傳
寳
峰
英
暉
師
傳
。
呼
維
那
、
鳴
鐘
衆
集
、
叙
行
脚
始
末
日
、
吾
滅
後
火
化
、
以
骨
石
、
藏
普
通
塔
、

明
生
死
不
離
溝
衆
也
、
言
卒
而
逝
。

つ
団
い
て
塔
主

(守
塔
比
丘
)
に
つ
い
て
は

一
名
奄
主
と
も
云
つ
た
の
で
あ
る
。
又
塔
主
の
外
に
主
塔
侍
者
な
る
も

の
も
い
た
の
で
あ
る
。

篭
主
。
勅
修
清
規
開
堂
祝
壽
云
、
荘
庫
奄
塔
、
法
春
郷
人
、
暫
到
展
賀
。
忠
日
、
蕎
塔
者
、
蕎
主
、
塔
主
也
。
五
燈
會
元
潟
山
砧
法
嗣
、

有
斬
州
三
角
山
法
遇
蕎
主
。
傳
燈
録
臨
濟
玄
法
嗣
、
有
桐
峯
奄
主
杉
洋
奄
主
虎
難
蕎
主
覆
盆
蕎
主
。

主
塔
侍
者
。
傳
燈
録
慧
能
大
師
章
云
、
塔
中
有
達
摩
所
傳
信
衣
、
中
宗
賜
、
摩
納
寳
鉢
、
方
辮
塑
眞
、
道
具
等
、
主
塔
侍
者
　
之
。

更

に
主
塔
侍
者
を
侍
眞
と
も
構
し
た
の
で
あ
る
。
侍
眞
は
あ
る
時
に
は
塔
主
に
も
な
つ
た
の
で
あ
る
。

侍
眞
。
忠
日
、
侍
租
塔
眞
影
者
、
日
侍
眞
、
師
塔
主
也
、
眞
者
租
師
形
像
也
。
傳
燈
録
盤
山
寳
積
章
云
、
師
將
順
世
、
告
衆
日
有
人
遡

⑩

得
吾
眞
否
、
衆
皆
將
篤
得
眞
呈
師
。

塔
主
が
居
る
以
上
當
然
塔
院

(塔
蕎
)
が
あ
り
、
そ
の
中
に
租
師
の
形
像
を
祀
る
こ
と
も
あ

つ
た
で
あ
ら
う
し
、
あ
る
い
は
繹
尊
も
祀
る

こ
と
が
あ
つ
た
で
あ
ら
う
。

こ
団
に
影
堂
印
ち
、
租
師
の
形
像
並
に
遺
品
を
納
め
た
堂
が
あ
る
。
こ
れ
は
塔
院
に
あ
る
場
合
と
、
塔
院
以

外

の
別
の
庭
に
あ
る
場
合
と
が
あ
る
。
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唐
天
復
元
年
秋
示
微
疾
、
十
二
月
二
十
八
日
爲
大
衆
開
最
後
方
便
、
叙
出
世
始
卒
之
意
、
越
明
年
正
月
三
日
跳
跣
長
往
、
今
本
山
影
堂

ω

存
、
勅
詮
弘
魔
大
師
、
塔
日
圓
寂
。

學
徒
四
至
途
成
縄
苑
、
廣
閾
法
化
、
所
遣
壌
納
、
三
事
及
開
山
控
杖
木
履
、
今
在
影
堂
申
。

影
堂

に
つ
ゴ
い
て
享
堂

(饗
堂
。
昭
堂
)
が
聞
題
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
特
に
日
本
に
於
い
て
、
昭
堂
帥
ち
開
山
堂
と
、
照
堂
印
ち

僧
堂

の
背
後

へ
績
く
後
架
の
前
堂
に
當
る
場
所
と
が
混
同
さ
れ
た
様
で
あ
る
。
こ
れ
を
大
鑑
清
規
が
指
摘
し
て
い
る
。

末
後
事
儀
。
寵
安
正
客
殿
、
或
卵
塔
前
享
堂
寵
於
此
安
之
、
本
是
饗
堂
、
享
同
祭
享
之
堂
也
日
本
名
照
堂
錯
也
。

㈹

こ
れ
に
つ
い
て
無
著
道
忠
は
暉
林
象
器
…箋
に
、

忠
日
、
日
本
人
、
以
開
山
享
堂
謬
構
照
堂
、
蓋
其
轄
謬
有
所
由
也
、
抑
く
照
堂
、
本
在
信
堂
之
後
、
而
或
虜
佛
殿
後
、
設
開
山
塔
、
有

似
彼
信
堂
後
上
照
堂
、
故
稻
佛
殿
後
開
山
塔
、
爲
照
堂
　
。
途
不
在
殿
後
者
。
亦
例
謂
照
堂
也
。

ω

又
面
山
瑞
方
も
洞
上
檜
堂
清
規
考
訂
別
録
に
、

照
堂
。
今
時

二
租
堂
ト
唱

ヘ
テ
、
御
影
ト
云
、

ユ
ヘ
ニ
照
ノ
字
ヲ
片
取
テ
、
名
ル
ト
謂
フ
モ
ノ
ア
リ
、

マ
タ
假
名
抄
等

ニ
モ
見

ユ
レ
ド

モ
誤
ナ
リ
、
勅
規

ノ
抄

二
云
ク
、
照
堂

ニ
ハ
法
座
ヲ
組
上
ル
、
立
信
住
首
座

ノ
持

二
代
テ
、
説
法
ス
ル
所
ナ
リ
、
信
堂
ノ
後

ニ
テ
暗
キ

ユ
ヘ
ニ
、
高
ク
ア
ゲ
テ
明
ヲ
取
ル
、

コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
照
堂
ト
名
ク
ト
、
今
考

二
、
大
宋
五
山
圖

二
、
天
童
塞
隙
共

二
、
信
堂
ノ
後

二
照
堂

ア
リ
、
亦
大
宋
五
山
、
諸
堂
額
ノ
中

二
、
後
架
ノ
額
ヲ
照
堂
ト
號
ス
、
勅
規
ノ
妙

ノ
旨
イ
ヨ
イ
ヨ
正
義
ナ
リ
、
校
規
請
立
鱈
章
云
、
堂

司
預
先
舖
設
暉
椅
於
照
堂
、
首
座
受
牌
ト
、
備
規
、
勅
規

コ
レ
ニ
同
ジ
、

コ
レ
立
櫓
ノ
乗
彿
説
法

ノ
用
意
ヲ
謂
フ
ナ
リ

(下
略
)

と
あ
る
。
以
上
塔
院
の
嚢
展
を
推
考
し
て
來
た
わ
け
で
あ
る
が
、
更
に
そ
の
塔
院
が
経
濟
的
な
地
位
を
持

つ
こ
と
師
ち
、
所
領
を
有
す
る

こ
と
で
あ
る
。

景
定
四
年
六
月
十
四
日
、
径
山
佛
智
縄
師
廣
聞
示
寂
、
遺
奏
聞
皇
帝
悼
惜
、
賜
銭
助
葬
、
塔
在
大
明
下
、
以
名
大
明

名
奄
、
御
書
其
扁
、
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㈲

且
給
田
以
食
守
者
、
鳴
呼
盛
　
。
云
々

と
あ
る
。
南
宋
時
代
に
優
漢
廣
聞

(
一
一
八
九
～

=

一
六
三
)
の
大
明
奄
に
時

の
皇
帝
か
ら
荘
田
を
寄
與
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

次

に
寮
舎
並
に
奄
居
の
議
展
を
考
察
す
る
に
、
百
丈
古
清
規
に
よ
れ
ば

「
(上
略
)
所
哀
學
衆
、
無
多
少
無
高
下
、
蓋
入
信
堂
依
夏
次

安
排
、
設
長
連
床
、
施
架
掛
塔
道
具

(中
略
)
置
十
務
、
謂
之
寮
舎
、
苺
用
首
領

一
人
管
多
人
螢
事
、
令
各
司
其
局

也

(下
略
)
。」
と
あ

る
。
衆
鱈
は
信
堂
に
於
て
悉
く
起
居
の
庭
と
定

め
、
十
の
寮
舎
を
お
い
て
信
堂

の
運
螢
管
理
す
る
役
位
の
寮
舎
を
定

め
た
の
で
あ
る
。
庭

が
中
國
に
於
て
縄
院
が
官
寺
と
な
つ
て
位
次
が
定

つ
た
琿
刹
と
な
れ
ば
終
世

一
寺
の
住
持
と
な
る
こ
と
は
無
く
歴
遷

し
た
。
又
住
持
と
な

る
寺
院
が
無

い
場
合
も
あ
る
そ
う
な
れ
ば
當
然

一
時
退
居
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
生
じ
る
つ
ま
り
、
そ
の
寺

の
前
住
者
か
、
又
他

の
琿
刹
の
住
持
を
経
て
來
た
者
が
住
む
寮
が
蒙
堂
と
い
㌧
、
東
堂
、
西
堂
も
加

つ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
曾
堂
以
外

に
信
居
が
出
來
た
最

、

初
で
あ
ら
う
。

四
明
阿
育
王
山
廣
利
輝
師
沙
門
某
、
成
=
下
蒙
堂

一有
γ年
　
、
今
住
山
弘
辮
裕
暉
師
圖
γ記
二
其
事
干
石
一、

而
属
筆
於
某
、

僻
弗
γ獲
、

乃
記
日
、
昔
大
覧
漣
暉
師
、
嘗
開

一
室
、
列
四
楊
、
延
其
友
九
峰
紹
公
、
佛
國
白
公
、
参
蓼
潜
公
一相
與
居
γ之
、
而
榜
日
=
蒙
堂
一、
蓋

取
=蒙
以
養
レ正
之
語
也
、
是
後
暉
林
威
敷
爲
γ
之
、

今
、

是
堂
之
設
二干
育
王
一者
有
γ
二
、
其

一
則
大
畳
所
γ居
者
、
其

一
所
謂
下
蒙
堂

⑯

者

印
某

始

作

也

。

大

覧

日

く

與

=
九
峯

紹

公

、

佛

國

白

公

、
参

蓼
潜

公

一
、

講

二
道

一
室

'
、

扁

日

=
蒙

堂

一
、

叢

林

取

γ
則

焉

。

(
中

略

)

修

=
演

法

之

堂

一、

井

㈲

撤
=其
房
慮
一爲
=下
蒙
堂
一、
則
白
雲
住
山
智
珠
螢
「
之
。

と
あ
る
。
更
に
勅
修
百
丈
清
規
を
見
る
に

監
寺
非
二
三
次
一不
γ臨
二
蒙
堂
一
(都
監
寺
の
項
)

爾
班
勤
蕾
途
一一以
次
奮
頭
首
知
事
一蹄
二
蒙
堂
前
資
一
(爾
序
進
退
の
項
)
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除
三輩
寮
西
堂
、
首
座
勤
薔
排
=
板
頭
一外
、
其
絵
拉
依
二戒
騒
一、
蕾
以
下途
=蒙
堂
一者
上
排
=副
鉢
一後
因
=
箏
競
一不
掛

(出
圖
帖

の
項
)

と
あ

る
。

つ
ま
り
元
の
時
代
に
な
る
と
、
爾
序
の
退
職
者
が
蒙
堂
に
入
る
様
に
な
る
の
で
あ
る
。
更
に
都
寺
の
退
職
者

が
軍
寮
に
居
し
、

監
寺
以
下
知
事
の
退
職
者
が
蒙
堂
に
居
す
る
様

に
な
り
、
前
者
を
軍
寮
衆
、
後
者
を
蒙
堂
衆
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
次
ぎ
東
堂

.
西
堂
で
あ

る
が
、

師
後
居
=大
名
府
興
化
寺
東
堂
一。

(臨
濟
録
の
序
)

此
浬
禦
和
省
法
正
縄
師
也
。
昔
時
在
コ百
丈
一作
=西
堂
一開
レ
田
読
一一大
義
一者
。

(碧
巖
録
)

若
前
代
住
持
、
別
邉
未
レ赴
或
退
居
=
東
堂
一、
未
=嫁
室
一前
、
講
三
父
代
禮
一
(救
修
百
丈
清
規
入
院
の
項
)

若
留
=本
少
居
二
東
堂
一相
繊
住
持
者
。
須
=當
蓋
レ禮
温
存
一。

(退
院

の
項
)

と
あ

る
。

つ
ま
り
東
堂
は
當
山
の
前
住
者
入
り
、
西
堂
は
他
山
の
前
住
者
が
入
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
蒙
堂
、
東
堂
、
西
堂
の
傾
向
が
更
に

一
歩
進
め
ば
庵
居
が
あ
る
。

却
蹄
本
州
清
諮
、
會
清
舗
長
老
罷
唱
保
輻
庵
、
干
貴
湖

一
見
、
以
同
道
相
契
、
諮
命
檀
信
於
庵
之
西
青
陽
山
創
室
、
諸
師
宴
庭
二
十
蝕

㈹載
、

と
あ

る
。
中
國
に
於
け
る
庵
居
の
嚢
達
を
眺
め
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
日
本
に
於
て
は
複
雑
な
嚢
展
を
し
て
來
る
の
で
あ
る
。

二

日
本
に
お
い
て
純
粋
な
暉
苑
の
最
初
は
越
前
の
永
卒
寺
で
あ
ら
う
。
永
卒
道
元
が
療
病
先
の
京
都
高
辻
西
洞
院
で
建
長
五
年

(
一
二
五

三
)
遷
化
す
る
と
法
嗣
の
孤
雲
懐
弊
は
奈
毘
に
附
し
て
そ
の
遺
骨
を
永
李
寺
に
持
ち
婦
り
、
寺
の
西
北
隅
に
承
陽
塔
を
建
て
た
。
こ
れ
は

懐
鼻

が
、
そ
の
昔
六
租
慧
能
の
塔
主
令
璃

の
例
に
な
ら

つ
て
師
の
塔
の
傍
に
居
を
構
え
て
近
侍
し
、
自
ら
塔
主
と
構
し
、
更
に
弘
安
三
年

闘
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(
一
二
八
〇
)
懐
弊
が
末
後
の
垂
誠
に

「
吾
浸
後
以
二
遺
骨

一、
安
三
兀
師
労
侍
者
位
一、
別
勿
γ立
γ塔
」。

と
示
し
た

の
で
弟
子
は
そ
の
遺

誠

に
從
つ
て
塔
を
別
立
し
な
か
つ
た
と
傳
え
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
普
同
塔
の
例
に
な
ら

つ
た
の
で
あ
ら
う
。
か
く

て
曹
洞
宗

に
於
て
は

塔
頭
が
嚢
達
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

大
徳
寺
開
山
宗
峰
妙
超
は
建
武
四
年

(
=
三
二
七
)
遣
偶
を
書
き
終

つ
て
諸
弟
子
に
、

「
我
行
而
後
、
置
骨
於
丈
室
、
莫
別
造
塔
、
云

々
。」

と
垂
誠
し
て
示
寂
し
た
。
そ
こ
で
遺
弟
は
方
丈
の
中
に
永
く
遣
骨
を
安
置
し
て
、
開
山
常
在
常
説
法
の
意
を
表
し
、
塔
所
雲
門
庵

を
並
置
す
る
制
を
と
つ
た
。

圓
箆
寺
開
山
無
學
租
元
は
建
長
寺
五
世
で
も
あ
る
。
そ
の
塔
院
は
建
長
寺
の
萬
年
山
正
績
院
で
あ

つ
て
、
圓
覧
寺

に
塔
庭
は
な
か
つ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
鎌
倉
時
代
中
期
迄
は
そ
れ
で
よ
か
つ
た
の
で
あ
る
が
、
鎌
倉
末
期
に
至

つ
て
、
各
寺
院
が
開
山
を
尊
び
、
組
廟

を
中
心
に
門
派
の
根
篠
地
と
し
て
、

又
敏
團
を
統
制
す
る
必
要
上
、

圓
覧
寺
で
は
建
長
寺
の
正
績
院
を
建
武
二
年

(
=
三
二
六
)
に
移

⑲

建
し
、
同
寺
の
舎
利
殿
を
以
て
正
績
院
と
し
た
。
こ
の
様
な
移
動
は
鎌
倉
五
山
に
於
て
は
他
に
も
あ
つ
た
様

で
あ
る
。

塔
院
を
移
建
せ
ず
に
別
立
し
た
も
の
に
、
東
幅
寺
開
山
圓
爾
辮
圓
は
建
仁
寺
の
十
世
で
あ
り
、
建
仁
寺
が
回
豫
の
火
災
に
て
焼
失
し
た

と
き
復
興
し
た
、
弘
安
三
年
東
幅
寺
で
示
寂
後
、
建
仁
寺
の
塔
頭
常
樂
庵
を
建
立
し
、
東
頑
寺

一
派
が
此
虜
に
輪
住

し
た
の
で
あ
る
。

大
相
國
藤
公
道
家
建
二
東
幅
寺

一請
γ師
爲
二
開
山
始
租
一、
又
鷹
7請
住
二建
仁
一先
γ是
寺
回
緑
諸
堂
索
然
、
及
=師
董
席
一佛
殿
、
鱈
堂
、

㈲

方
丈
、
域
復
=藤
観
一、
弘
安
三
年
庚
辰
十
月
十
七
日
示
=寂
干
東
輻
一、

(
中
略
)
此
院
東
幅

一
派
來
輪
=
董
之
一。

又
南
暉
寺
の
開
山
無
關
普
門
は
東
幅
寺
三
世
と
し
て
十
敷
年
、
そ
の
塔
所
は
東
幅
寺
に
龍
吟
庵
と
し
て
存
在
す
る
の
に
、
虎
關
師
錬
が
南

琿
寺
十
五
世
に
覗
象
け
る
に
及
ん
で
、
朝
廷
に
奏
上
し
、
許
を
得
て
、
暦
鷹
三
年

(
一
三
四
〇
)
南
縄
寺
に
開
山
塔
師
ち
、
天
授
庵
を
建

め

　

に

立
し
た
の
で
あ
る
。
以
後
こ
の
庵
が
無
關
門
派

(聖

一
派
)
の
南
縄
寺
に
於
け
る
檬
所
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
五
山
之
上
の
十
方

住
持
制
度
で
あ
つ
た
南
暉
寺
に
は
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
各
派
の
塔
頭
が
櫛
比
し
、
勢
力
が
錯
綜
し
た
の
で
あ
る
。
更

に
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夢
窓
疎
石
は
建
仁
寺
に
於
て
高
峰
顯
日
は
住
持
し
な
か

つ
た
に
も
か
㌧
わ
ら
ず
、
そ
の
塔
庭
無
量
壽
院
が
追
造
塔
頭

と
し
て
建
立
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

出
漫
随
縁
印
是
宗
、
大
人
到
薩
有
嬢
躍
、
良
哉
偏
界
無
私
句
、
萬
象
森
羅
不
患
聾
、
伏
惟
前
住
建
長
刺
認
佛
國
輝
大
和
爾
、

(中
略
)

　

諸
仁
者
還
見
先
師
眞
相
慶
、
合
掌
低
頭
云
、
今
日
諮
=
開
無
縫
塔
一、
未
來
塵
劫
扇
=門
風
ユ
。

と
あ
る
。
建
仁
寺
に
於
け
る
佛
國
、
夢
窓
爾
派
法
孫
の
根
壕
地
と
し
た
の
で
あ
る
。

(未
完
)

註

(3)(2)(1)(7)(6)(5)(4){15)(14)(13)(12)(11)(10)(9)(8)

拙
稿

「
日
本

輝
宗
寺
院

に
關
す
る
考
察
」
輝
学
研
究
五
十

一
號
昭
和

三
十
六
年

二
月

玉
村
竹

二
氏

「
五
山
叢
林
の
塔
頭

に
就

い
て
」
歴
史
地
理
七
六

の
五

・
六
昭
和
十
五
年
十

一
月

・
十

二
月

暉
林
象

器
箋
匿
界
門
。
景
徳
傳
燈
録
巻
十
二
の
臨
濟
義
玄
揮
師
の
章

に
も
大
同
小
異
の
同
文

が
あ
る
。
又
巻
十

五
洞
山
良
粉
輝
師

の
章

に

「
師
問

曾
、
什
腰
庭
來
、

日
、

三
祀
塔
頭
來

。」
と
あ

る
。

景
徳
傳
燈
録
巻

二
十
抗
州
瑞
龍
院
幼
璋
騨
師

の
章
。
天
成

二
年
と
は
後
唐
明
宗

の
代
(
九

二
七
)
。

輝
林
象
器
箋
殿
堂
門
。

輝
林
象
器
箋
殿
堂
門
。

暉
林
象
器
箋
殿
堂
門
。
普
同
塔

に
つ
い
て
は

「
凡
藏
亡
曾
骨
植
、
同
蹄
子

一
塔
、
故
云
普
同
塔
云

々
」
。

海
會

に
つ
い
て
は

「
亦
是
普
同
塔
也
、

蓋
與
悔
衆

同
會
於

一
穴
也
云

々
」
。

と
。

輝
林
象
器
箋
稻
呼
門

輝
林
象
器
箋
職
位
門

揮
林
象
器
箋
職
位
門

景
徳
傳
燈
録
巻
十
七
洪
洲
雲
居
道
膚
暉
師
の
章

景
徳
傳
燈
.録
巻
十

五
湖
州
道
場
山
如
訥
暉
師

の
章

殿
堂
門

「
享

堂
」

曹
洞
宗
全
書
巻

八
清
規

の
部
三

一
〇
頁

傷
漢
和
尚
語
録
巻
末
塔
銘

(林
希
逸
撰
)

(19)(18)(17)(16(22)(21}(20)

圓
蕎
集

(玄
極
居
頂
撰
)
阿
育
王
山
下
蒙

堂
記

潜
漢
集

(
宋
景
演
撰
)

四
明
阿
育
王
山
廣
利
輝
寺
碑
銘

景
徳
傳
燈
録
巻

二
四
潭
州
報
働

院
玄
鷹
定
慧
騨
師

の
章

玉
村
竹

二
氏

「
鎌
倉

五
山
塔
頭

の
移
動

に
つ
い
て
」
駒
澤
史
学
創
刊
號
昭
和

二

十

八
年

一
月

東
山
塔
頭
略
傳
常
樂
蕎

の
項

(
雨
足
院
藏
)

虎
關
和
尚
紀
年
録

夢
窓
國
師
語
録
巻
下

「
無
量
壽
院
爲
佛
國
輝
師

入
塔
」

の
項


